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●毎月^日･11日･21日発行第1107号

　　市　の　人　口

（平成８年８月１日現在）

　65,135世帯（前月比89世帯増）

　186, 014人（前月比138人増）

　91.664人

　94, 350人

世帯数

人　口

　　男

　　女
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「
火
事
」
と
い
え
ば
一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
の

が
消
防
署
。
私
た
ち
を
火
災
か
ら
守
っ
て
く
れ

る
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。
こ
の
消
防
署
と
同

様
に
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い

る
消
防
団
を
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。
今
回
は
、

こ
の
消
防
団
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
火
事
な
ど
の
災
害

に
あ
っ
た
と
き
、
活
躍
す
る
の

が
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
消
防
署
。

こ
の
消
防
署
と
協
力
し
、
地
元

住
民
の
手
で
、
自
分
た
ち
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め

活
動
し
て
い
る
の
が
消
防
団
で

す
。
　
現
在
、
市
内
の
消
防
団
は
五

- － ・ ・ l - S

゛'ｙ･

１

・

分
団
（
宇
治
・
椛
島
・
小
倉
・

大
久
保
・
東
宇
治
）
で
構
成
さ

れ
、
団
員
は
総
勢
三
百
五
十
七

人
。
仕
事
を
持
つ
傍
ら
、
地
域

の
人
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
の
よ
う
な
消
防
体
制
が
整

　
っ
て
い
な
か
っ
た
江
戸
時
代
に
、

　
「
町
人
は
町
人
で
、
町
内
を
守

1
1
1
1
4
4
1
一
一
ｌ
ｊ
爾
m
m
ｒ
-

ろ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
町

火
消
」
が
生
ま
れ
た
の
が
、
今

の
消
防
団
の
始
ま
り
。
そ
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
消
火
活
動
、

人
命
救
助
、
火
災
の
予
防
な
ど

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
五
ヵ
所
の
消

防
（
分
）
署
を
軸
に
消
火
体
制

が
整
い
、
近
年
、
消
防
団
が
消

火
活
動
の
中
心
に
な
る
こ
と
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

火
災
時
に
は
野
次
馬
の
整
理
や

鎮
火
後
の
警
戒
を
し
た
り
、
大

き
な
山
火
事
な
ど
で
は
消
火
の

応
援
を
し
た
り
と
消
防
署
の
片

腕
と
な
っ
て
活
躍
。
先
日
の
宇

治
川
花
火
大
会
の
際
に
は
打
ち

上
げ
現
場
付
近
で
の
洛
官
戒
、

ト
日
ご
ろ
か
ら
ポ
ン
プ
の
点
検
、
水
防
や
火
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、

　
す
。
写
真
は
水
防
訓
練
に
参
加
す
る
消
防
団
員

万
か
一
に
備
え
て
い
ま

火
災
の
多
い
年
末
に
は
啓
発
ち

ら
し
の
配
布
や
各
地
域
で
の
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
火
災

防
止
の
啓
発
活
動
な
ど
、
消
防

署
と
協
刀
し
て
市
民
の
命
恋
寸
っ

て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
町
は

　
　
　
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」

宇治市消防団長

　池本　楢秀さん

　
消
防
団
は
「
我
が
町
は
自
ら

の
手
で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

地
域
の
火
災
予
防
、
警
戒
、
消

地震に備えて

宇治市総合防災訓練

8月29日(木)

　
市
で
は
、
八
月
二
十
九
日
俐
、

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
西
７

治
公
園
の
両
側
（
小
纂
掻
池
）

で
、
宇
治
市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
経
験
を
踏
ま
え
、
京
都
府
南

部
を
中
心
に
都
市
直
下
型
地
震

が
発
生
し
た
と
の
｀
楚
の
も
と
、

火
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
消
防
団
に
入
っ
て
三
十

年
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
消
防

団
に
入
る
の
は
当
た
り
前
で
私

も
入
団
し
た
の
で
す
が
、
今
で

は
若
い
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
が
薄

地
震
発
生
後
の
初
期
対
応
能
力

を
高
め
、
防
災
関
係
機
関
相
互

の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
の
地

震
防
災
体
制
の
確
立
を
目
指
そ

う
と
い
う
も
の
。

　
訓
練
は
二
十
九
日
箆
緊
縛
、

京
都
府
南
部
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
規
模
の
地
震
が
発
生
。
市

内
で
震
度
六
～
七
を
記
録
し
、

建
物
の
倒
壊
、
火
災
、
多
数
の

負
傷
者
が
発
生
し
て
い
る
と
い

う
想
定
で
行
わ
れ
ま
す
。
消
防

団
、
地
元
町
内
会
、
陸
上
自
衛

隊
、
警
察
、
医
師
会
な
ど
か
ら

延
べ
四
百
人
が
参
加
。
災
害
対

策
本
部
設
置
運
用
訓
練
を
は
じ

め
、
地
元
住
民
も
参
加
し
て
の

避
難
訓
練
や
救
出
・
救
護
・
初

期
消
火
訓
練
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
救
助
訓
練
な
ど
、
住
民

と
関
係
機
関
と
が
連
携
し
て
各

種
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

阪
神
大
震
災
で
問
題
と
な
っ
た

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
も
重

点
を
置
き
、
ガ
ス
・
電
気
・
電

　
そ
の
ほ
か
、
様
々
な
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
水
防
訓
練
、
消
火
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
大
地
震

な
ど
の
広
域
災
害
の
際
に
は
、

地
域
防
災
組
織
の
中
核
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
消
防
団
は
私
た
ち
住
民
の
生

活
を
守
る
た
め
縁
の
下
の
力
持

ち
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部
総
務

課
（
容
内
線
2
6
5
3
）
へ
。

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
消
防
署
と
消
防
団
と
は
車
の

車
輪
の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
が
欠

け
て
い
て
も
役
目
を
果
た
せ
な

い
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
消
防
署

と
協
力
し
な
が
ら
地
域
住
民
の

生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
消
防
団
員
一
回
阻
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
み
よ

う
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
一
員
と

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

話
・
水
の
復
旧
作
業
訓
練
、
緊

急
物
資
の
搬
送
訓
練
な
ど
も
行

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
起
震
車
体
験
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
防
災
啓

発
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
見
学
の

人
に
は
乾
パ
ン
や
水
袋
の
配
布

も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
管
理

部
総
務
課
（
０
内
謁
j
c
-
c
i
o
i
ｒ
:
)
C
N
l
）

へ
。

テレビ広報
さわやか宇治

進む震災対策

～宇治市総合防災訓練～

９月７日田午後５時から15分間

　KBS京都　UHF34ch

　
市
で
は
、
私
た
ち
の
大
切
な

緑
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
古
い

木
、
大
き
な
木
、
由
緒
・
伝
説

の
あ
る
木
な
ど
を
「
宇
治
市
名

木
百
選
」
に
選
定
。
み
ど
り
の

日
に
行
う
名
木
巡
り
に
は
多
数

の
参
加
者
が
あ
り
、
選
ば
れ
た

名
木
は
緑
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
名
木
百
選
の
選
定
以
来
、
ｔ

五
年
が
経
ち
、
中
に
は
姿
を
消

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
募
集
し
て
、
名
木
百

選
の
追
加
指
定
を
行
い
ま
す
。

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
古
い
、

▲m齢推定500年のあがた神社のむくのき

大
き
い
、
変
わ
っ
た
形
を
し
て

い
る
、
珍
し
い
種
類
で
あ
る
、

こ
ん
な
由
緒
・
由
来
が
あ
る
な

ど
の
木
を
所
有
し
て
い
る
、
ま

た
は
知
っ
て
い
る
と
い
う
人
は

ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
方
法
・
：
①
木
の
名
前

（
わ
か
る
場
合
は
）
②
木
の
所

在
場
所
（
略
図
を
つ
け
る
）
③

そ
の
木
の
特
徴
④
由
緒
・
由
来

な
ど
が
あ
れ
ば
⑤
推
薦
者
と
所

有
者
（
わ
か
る
場
合
は
）
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
そ
の
木
の
写
真
を
同
封
の

上
、
市
役
所
環
境
保
全
課
緑
化

係
（
宇
治
琵
琶
3
3
番
地
）
へ
封

書
で
。
一
本
だ
け
で
な
く
ま
と

ま
っ
た
も
の
で
も
構
い
ま
琴
ん
。

た
だ
し
、
草
花
、
鉢
物
は
除
き

ま
す
▼
締
め
切
り
…
1
0
月
3
1
日

俐　
選
考
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
環
境
保
全
課

（
昔
内
線
2
2
5
2
）
へ
。

▲堤防の補強のために植えられたという太閤堤（棋島

　町）のえのき

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

665

地
域
の
防
災
り
ー
ダ
ー

が
ん
ば
る
消
防
団

大切なみどりを未来に残そう

宇治市

名木百

選

追加募集
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公民館

・小倉公民館(容22-4687)

　　〈人形劇夏まつり〉[＞８月31日

出、午後１時半～３時半E〉内容…

人形劇｢大工と鬼六｣｢どこ？ど

こ？どこ？｣、手作りコーナーほ

か[＞出演…人形劇サークル・ラディ

ッシュ　圃同館丿

講座・教室

・城南勤労者福祉会館(S46-0780)

　回8月22日困から同館。

　　〈ストレッチ体操〉＞9月22日

(日)、午後１時半～３時[＞参加費…

500円[〉定員…先着30人。　く庭木

の手入れ〉レ9月22日・29日･ 10

月20日・27日・11月10日。いずれ

も日曜、午後１時～４時[〉参加費…

1500円[＞定員…先着30人。

■城南地域職業訓練センター(a

　46-0688)

　困同センター。

　　〈ワープロ初級一太郎W3.1版〉

D＞9月25日～10月12日の水曜午後

６時半～９時、土曜午前９時半～

正午。６回[〉参加費…9000円。

　〈パソコン表計算初級ロータス〉

[＞９月22日～10月27日の日曜、午

後１時～３時半。6回[＞参加費…

9000円。　<パソコン表計算初級

エクセルW3.1版〉[〉９月22日～

10月27日の日曜、午前９時半～正

午。６回[＞参加費…yuuu円。くパ

ソコン表計算中級ロータスW3.1

版〉＞9月22日~10月27日の日曜、

午前９時半～正午。６回に＞参加費

…9000円。　くパソコンデータベ

ースアクセスW95版〉[〉９月22日

～10月27日の日曜、午後１時～3

　
身
体
障
害
者
・
精
神
薄

弱
者
相
談
員
を
ご
存
じ
で

す
か
。
身
体
障
害
者
相
談

員
は
相
談
員
自
ら
体
に
障

害
を
持
つ
人
が
、
精
神
薄

弱
者
相
談
員
は
精
神
薄
弱

者
の
保
護
者
や
そ
の
福
祉

に
関
す
る
人
が
担
当
。
京

都
府
知
事
か
ら
の
依
頼
で
、

日
常
の
暮
ら
し
や
介
護
に

関
す
る
こ
と
、
結
婚
、
関

係
機
関
の
手
続
き
な
ど
、

障
害
を
持
つ
人
や
家
族
に

か
か
わ
る
様
々
な
相
談
に

随
時
応
じ
て
い
ま
す
。

　
八
、
九
年
度
の
相
談
員

は
次
の
人
た
ち
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＼ 氏　　名 障害種別 住　　　　　　所 電話番号

身
体
障
害
者
相

談
員

八敬
称
略

順
不
同
口

柳原　竹盛 視　覚 宇治里尻31－1 22－7074

今里　弘美 視　覚 小倉町南浦15-56 22-3200

高岸　弘幸 視　覚 小倉町南浦87－13 22－0446

清水　克子 聴覚･手話宇治蔭山62－2 FAX 24－1463

林　　昭二 聴覚･手話大久保町旦椋17－43 FAX 46-1088

西村　篤子 聴　覚 木幡南山4－25
32－2940

FAX 33-1119

芦田　良栄 聴　覚 広野町大開151－28 FAX顧44-9024

奥島　誠次 肢　体 木幡御園20－186 32－8356

黒木　哲雄 肢　体 宇治米阪33－13 23－2232

小山登志子 肢　体 神明宮東87市営住宅101号21－3604

辻本　綾美 肢　体 棋島町吹前37市営住宅14号FAX飼22-9613

藤田　峯子 肢一体 五ヶ庄福角50－45 31－8506

西井　賢一 肢　体 棋島町十一31の７ 23－3158

四方　　勉 肢　体 明星町２丁目33－36 23-8761

前田　義治 肢　体 五ヶ庄野添57市営住宅3棟301号 32－0305

本間　彰雄 内　部 五ヶ庄平野1－9 32－3922

東野　伸市 内　部 折居台２丁目1－42 23－9010

酒井秀一 内　部 伊勢田町砂田113-70 20－4134

大石美智子 内　部 伊勢田町井尻69－14 44－7450

Ｈ
江崎　美子 宇治半白54－27 ・22－2360

佐々木操子 木幡御蔵山39－413 31－5831

松田　晶子 小倉町西山40－1 23－6757

小瀬　富－ 伊勢田町毛語３ 41－7308

米潭　久子 宇治野神50－1 24－1075

身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
相
談
員
決
ま
る

私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
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會ｌ

1
0
0
円
で
ダ
ニ
退
治
？

　
　
　
先
日
電
話
で
「
布
団

Ｑ

の
ダ
‘
一
を
掃
除
し
ま

せ
ん
か
。
今
な
う
千
ヤ
ン
ペ
ー

ン
中
で
一
枚
百
円
」
と
し
つ

こ
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
断

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
も

数
回
同
じ
内
容
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ダ
ニ
に
敏
感
な

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供
が

い
る
こ
と
も
あ
り
、
［
枚
百

円
で
ダ
ニ
退
治
で
き
る
な
ら

得
な
話
だ
と
思
つ
の
で
す
が
。

件
で
勧
誘
す
る
の
か
、
冷
静

に
判
断
し
た
い
も
の
で
す
。

　
電
話
や
訪
問
で
の
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ク
は
、
好
条
件
が
提

示
さ
れ
た
り
有
利
な
話
ば
か

り
出
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で

す
が
、
業
者
が
な
ぜ
そ
の
よ

う
に
あ
な
た
に
と
っ
て
有
利

な
（
業
者
が
損
を
す
る
）
条

る
ヶ
Ｉ
ス
が
多
い
も
の
で
す
。
…

消費生活

相談室から

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
‐
『
Ｊ
Ｓ
一
眸
一
』
Ｓ

商工課内・容内線2218

　
　
　
　
布
団
や
部
屋
の
掃

　
Ａ

除
言
れ
と
同
じ
よ

う
な
話
で
勧
誘
し
、
承
諾
す

る
と
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
て
、

高
額
な
掃
除
機
を
買
わ
さ
れ

た
と
い
う
相
談
が
、
市
内
で

こ
の
一
年
に
六
件
あ
り
ま
し

た
。
本
当
の
目
的
は
、
高
額

な
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安

い
サ
ー
ビ
ス
で
客
と
会
う
約

束
を
取
り
付
け
る
よ
う
な
販

売
方
法
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

1996年 （平成８年）８月21日発行 (2)

が市役所に変わるもの＝法律相談

(毎週木曜日、午後１時半～。要

電話予約)　○中止になるもの＝

登記相談、社会保険相談、行政手

続き相談、結婚相談。圃社会福祉

協議会(昔22-5650)。

■調理師・ふぐ処理師試験

　[＞願書受け付け・試験日…○調

理師＝9月17日火)～20日圈、10月

13日(日)○ふぐ処理師＝9月24日

(火)～27日團、10月13日(日)・27日(眺

願書は宇治保健所で配布中　回宇

治保健所(登21-2191)。

募　集

■こども手づくり文化祭展示作品

　こども手づくり文化祭(展示・

クラフト・茶席)を９月23日網に

中央公民館で開催。この文化祭に

展示する作品を募集します。この

中から夢あふれる楽しい作品を表

彰します。[＞受付期間…９月４日

伽～10日(火)(作品の搬入は９月21

日出、搬出は23日固)圃文化観

光課(a内線2223)。

・植物公園内喫茶室受託者

　[〉応募資格…市内か近隣市町で

営業している人　圃植物公園にあ

る参加申込書に必要書類を添え、

８月22日困～30日倒に公園公社

(植物公園内a45-0099)へ。

敬老祝金を

　お渡しします

　晦

　●

ｌ●

＼ 時　　間 会　　場

９

月

２

日

(月)

9 :30～10:00 笠取集会所

9:30～11:30
宇治公民館

城南荘集会所

10:30～11:00 笠取南部集会所

14:00～14:30 西目川集会所

14:00～15:30
精咳雛ｾﾝﾀｰ

小倉公民館

15:00～15:30 紫ヶ丘集会所

16:00～16:30

南木幡集会所

棋島集会所

半白集会所

９

月

３

日

(火)

9 :00～9 :30 白川集会所

9:30～11:30
西小倉コミュ
ニティセンター

広野公民館

10:00～10:30 喜撰会館

11:00～11:30 明星集会所

14:00～14:30
菟道集会所

中ノ田集会所

14:00～15:00 西大久保集会所

15:00～16:30
三室戸集会所

伊勢田集会所

15:30～16:30 旦椋公会堂

９

月

４

日

南

9:30～10:30 六地蔵公会堂

9:30～11:30
総合福祉会館

大和田集会所

11:00～11:30 登り集会所

14:00～14:30 西岡屋会館

14:00～15:00
御蔵山集会所

開地域囃ｾﾝﾀｰ

15:00～16:00 南部福角集会所

15:30～16:00
平尾集会所

南陵南集会所

666

時半。６回C〉参加費…9000円。

福祉・年金

■身体障害者デイサービス

　〈肢体障害者の集い〉‘レクリエ

ーションに出掛け、気分転換しま

しょう。＞9月３日吹]、午前９時

半～午後４時I＞対象・定員…市内

在住で肢体不自由の１・２級の人

= 10人、介護ボランティア＝15人

卜行き先‥･奈良公園μ参加費…15

00円(昼食代)　圃社会福祉協議

会(昔22-5650、ファクス22-5654)。

お忘れなく国民年金保険料

　年金制度は皆さんの保険料

で支えられています。納め忘

れがないか今一度確認し、あ

ればすぐに納めましょう。

圃国民年金課（S内線2312）

スポーツ

■市民グラウンドゴルフ大会

　09月16日㈹、午前10時～。太

陽が丘[〉チーム編成…市内在住・

在勤・在学の人６人編成　圃所定

の用紙で９月４日時]までに市民体

育課(a内線2621)へ。優勝チー

ムは京都府スポーツ・レクリエー

ション祭に市代表として出場。

・ボウリング府民総体宇治市予選会

　[〉９月29日(日)、午前９時半～。

ＤＡＩＧＯボウル[＞チーム編成…

市内在住・在勤で18歳以上の人６

人と監督１人。個人戦ありE〉定員

…先着12チーム(団体･個人合わ

せて120人まで)[＞参加費…団体

戦１チーム8000円、個人戦１人15

00円圃市民体育課(s内ﾎ泉2621)。

優勝チームは京都府民総体に市代

表として出場。

■重点普及スポーツ

　[〉○笠取小学校= 9月１日(日)、

午前10時～正午　○束宇治中学校

＝9月２日(月)･ 6日出・12日俐、

午後７時半～９時半　○広野中学

校= 9月５日困・９日呵・13日廊、

午後７時半～９時半。いずれも雨

天中止[＞内容…グラウンドゴルフ、

ペタンクのルール説明と実技囲

市民体育課(a内線2621)。

お知らせ

■総合福祉会館休館と相談事業変更

　総合福祉会館は館内改修のため、

９月１日(日)から10月10日例まで休

館します。これに伴い同会館内で

実施されている相談事業は次のと

おり変更されます。　○電話相談

だけになるもの＝心配ごと相談、

ボランティア何でも相談　○場所

　
市
で
は
長
寿
を
お
祝
い
し
、

七
十
歳
以
上
の
市
民
に
敬
老
祝

金
五
千
円
を
お
渡
し
し
ま
す
。

支
給
日
程
は
右
下
表
の
と
お
り

で
す
。
ど
の
会
場
で
も
お
渡
し

で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
最

寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
回
支
給
会
場
を

五
ヵ
所
増
設
し
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支

給
時
間
が
短
く
な
っ
た
会
場
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。

◆
お
渡
し
で
き
る
人

　
次
の
要
件
を
両
方
満
た
す
人

Ｇ
夭
正
1
5
年
９
月
1
6
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
今
年
９
月
1
5
日

現
在
で
満
7
0
歳
以
上
の
人
）

②
今
年
１
月
１
日
か
ら
８
月
3
1

日
ま
で
引
き
続
き
宇
治
市
に
住

民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
人

◆
受
け
取
り
方
法

　
対
象
者
に
は
今
月
末
ま
で
に

案
内
の
は
が
墜
蚕
送
し
ま
す
。

そ
の
は
が
き
に
氏
名
岑
記
入
し
、

必
ず
押
印
し
、
支
給
会
場
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
域
の
支
給
会
場

に
行
け
な
い
人
は
、
九
月
九
日

㈲
か
ら
十
一
月
二
十
九
日
吻
ま

で
に
長
寿
社
会
対
策
課
へ
同
様

に
は
が
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
は
が
き
を
紛
失

し
た
人
は
、
九
月
九
日
㈲
か
ら

十
一
月
二
十
九
日
吻
ま
で
に
本

人
を
証
明
す
る
も
の
『
・
（
健
康
保

険
証
、
運
転
免
許
証
等
）
と
印

鑑
を
持
っ
て
長
寿
社
会
対
策
課

へ
。
問
い
合
わ
せ
は
同
課
（
Ｓ

内
線
2
3
4
6
）
へ
。
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Ｓ
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献
時
園
’
。
四

則
　
⑤
｛

｛

匠
。
・

・・
匹
一
一
ぎ
Ｅ
な
Ｉ
。
四

4 4
0

0
　
髭
暇
三

‘
｝
＾
　
　
　
宍
　
　
　
　
俘
　
　
　
　
　
鳶
七
　
　
　
　
ヽ
蕩
１
　
涼
ユ
ム

情報

BO

X

j , j E 万 J L l

l

y , 万 万 ゜ 1 ; F J ﾘ J F ﾖ ﾔ ゜ l j J i ﾃ ﾞ |

.

'

.

F J j F t J ｀ ;

j

] ' : ' 1

.

j l r j l ? J I F I J f ｀ ; ご f l ; ･ j J , ; , y , ' ? J j J J で ･ , j , l f ; ･ L ; = : ' 1 1 1 J J ] ; y { F l t

蕪 懸 ゴ 誰 誰 艶

} 回 申 竹 部 F t ヴ ダ 言 惣 西 ツ P ㈹ ヤ ヴ フ ヅ ｍ 幇 m J J m 悦

止 言 言 賠 言 言 嘸 胎 谷 栓

言 で 阻 了 言 七ヤヅ眉薗卜匹丿述鴇胆鯛閤認匠爪

早搾灘言難難

賜貫頗灘言宍

宇
治
川
薪
能


	page1
	page2

